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地域のために自分の力を活かしてみたい。江戸川総合人生大学はそんな方を応援するために江戸川区が開設した大学です。
（＊学校教育法で定める正規の大学ではありません。）
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大学 TOPICS大学 TOPICS

「葛西弁」
「べぇべぇ」「じゃんか」言葉

　江戸川の南の端に位置する葛西に葛西弁
という方言があります。葛西弁では、「あなた」
を「おめえ」、「ください」を「くんな」、「かさい」
を「かせい」などといいますが、このような
エピソードがあります。
　ある日の下校時、学校で子どもたちが
「けえんべぇ」、「けえんべぇ」と葛西弁でいっ
ているのを聞いて、先生には「けんべん」、
「けんべん」と聞こえて、「けんべん」は朝の
うちに出すものですよといったら、大笑い
されたといいます。学校が終わったので
「かえろう」といっていた子どもたちの言葉
を聞き違えたのです。
　今では、日常会話は標準語になりましたが、
「べぇべぇ」言葉（そうだべぇ）や「じゃんか」
言葉（そうじゃんか）は、いまでも使う人が
います。
　都市化とともに消えかけてしまった葛西
弁ですが、彦田信義氏が「我が町・葛西の方言」
という本を書いて、葛西弁を紹介しています。
　彦田氏は「葛西弁はもともと、半農半漁の
寒村で、海や田畑で大声をあげて話していた
のだから、乱暴で、お世辞にも上品とはいえ
ない言葉だが、ユニークでなぜか温かみさえ
感じられる言葉」と書いています。

　葛西弁の特徴は
● 「ヒ」と「シ」の区別ができない。「ヒコウキ」
　 を「シコウキ」「シコタさんがシコウキに
　 乗ってシガシの空へ飛んで行った」
● 「イ」と「エ」を逆に発音することがある。　
　 「この中イ、はエるべからず」「インド」を
　 「エンド」
● 発音で「ん」がやたらに多い。
　 「私が運転するよ」は「オレん運転すんよ」
　 （「我が町・葛西の方言」より）
　また、葛西弁は、漁師言葉といわれています。
漁をする時、海で大きな声で短く伝える言葉
として便利だったのでしょう。船で相手を
呼ぶときは、「お～ぅ」、「いぇ～」と呼び言葉を
使いました。また、「しょうがない」を「しゃん
めぇ」、「しゃんめぇじゃん」といいました。
（元漁師　関口政永）
　このように葛西には、まだまだ葛西弁が
残っています。

「おしゃらく」
派手な衣装であでやかな踊り

　葛西弁がある葛西に「おしゃらく」が伝承
されています。
　「おしゃらく」は雑多な性質を持つ芸能で、
昭和４８年、東京都の無形民俗文化財に指定
されました。
　「新川地曳き」という「おしゃらく」は、新川
沿いに住んでいた網元の娘さんを歌った
ものといわれています。新川沿いに地曳き網
漁師が多く住んでいました。
　「新川地曳き」の踊りの中に漁具を使った
動作やあさりやハマグリをとる動作が入って
います。

葛西にある「おしゃらく」を一度、見て下さい。

江戸川区を知る＜第２弾＞は今回で終了
します。

遊佐照雄

愛しきわがまちの軌跡③

住んでいても意外と知らない自分たちのまち。シリーズ第2弾として、江戸川区立
瑞江中学校の遊佐照雄先生に葛西について３回連続で執筆していただきました。江戸川区を知る＜第2弾＞江戸川区を知る＜第2弾＞江戸川区を知る＜第2弾＞

豆知識：
葛西弁では相手を呼ぶとき、親しみを
込めて「おめえ」「てめぇ」といいます。

同窓会の窓 　1年次の皆さん、大学の授業やグループ活動に慣れましたか？　新しい仲間との出会いを大切に活動を進めてください。
2年次の皆さん、40時間の社会活動体験は順調ですか？　卒業生グループに参加している人も多いかと思います。
　今期の同窓会活動の一つに、江戸川総合人生大学卒業生グループとして活躍している40を超えるグループ
の連絡会を発足させ、卒業生グループや在校生の方が活動しやすい環境を作りたいと考えております。
　同窓会正会員数は現在382名です。2年間の学びを終え卒業した仲間が集い、人生大学の基本理念（建学の
精神）達成のため活動しております。
　在学生と卒業生は同じ目標を共有しておりますので、交流の機会を増やして皆さんの卒業後の活動をスムースに迎え
入れたいと思っておりますのでよろしくお願いいたします。

　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同窓会会長　国際4期　川瀬隆弘

　3.11東日本大震災から早1年近くが経過。その衝撃を忘れまいとするかのように
未だに揺れ動く日本列島。被災地の早い復興をお祈りするとともに、私たちのできる
限りの支援の手を滞らせてはいけないと思う今日この頃です。
　大学を卒業されて、そのお人柄と社会活動に多くの人々に自慢したくなるような
先輩方がたくさんいらっしゃいます。今回はその方たちにスポットをあて編集委員
全員が手分けしてインタビューさせていただきました。紙面上、ほんの一部しか紹介
できないのが残念ですが、今後も随時ご紹介させていただく予定です。
　大学に関してや活発な授業の様子を知っていただくためにも、編集委員一同、読み
やすい紙面づくりに知恵を絞ってまいります。今後とも当情報紙にご注目ください。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 編 集 長 　 井 上 　 眞

昨年9月、小岩消防署長より感謝状が贈呈されました。
　平成23年9月4日（日）鹿骨区民館において、「平成23年度救急業務協力者表彰式」が開催
され、当大学に小岩消防署長より感謝状が贈呈されました。
　これは、大学の授業において救急救命法についての知識を身につけたことや、大学祭で防災
コーナーを設置したり AED の使用法について来場者に実際に学んでもらったことが評価
されたものです。

【６期生】川名信義、小林隆子（まち）　田代耕太郎、安武和子（国）
　　　　 小谷勝彦、高津陽子（子）　伊久美明、川本幹子（介）

【7期生】井上眞、齋藤彰吾（まち）　寺本孝行、矢島芳男（国）
　　　　 小田口清美、鹿野恵子（子）　永田光惠、武藤孝（介）

【8期生】伊藤記子、鳥羽山晟（まち）　寺田佳子、土井芳夫（国）
　　　　 荒井幸代、佐久間鐡雄（子）　福島克己、八武崎美子（介）

●編集記事に関するお問い合わせは､大学事務局まで　電話：０３－３６７６－９０７５／ＦＡＸ：０３－３６７６－６５４５

輝きながら､楽しみながら

8期生クラス探訪 昨年入学した1年次の各クラスではいま何を学んでいるのか、クラスの様子を覗いてみました。

新川千本桜計画のシンボル火の見やぐら、新川の江戸情緒溢れる川辺づくりと1000本の桜並木は平成25年完成予定［写真：まち7期 井上］

■江戸川まちづくり学科
第１回「えどがわの種」探しに、
江戸川河川敷に出かけました。
ビオトープを初めて体験。水辺の
自然環境との触れ合いを通して、
自然の大切さを知り、次代に残し
たい自然環境を考える、という
勉強でした。

■国際コミュニティ学科
「仏教伝来とその音楽」の講義で
一定の節をつけて仏典を唱える
「声明（しょうみょう）」を体験しま
した。荘厳な声明に日本音楽の
源流を学ぶとともに、仏典の意味
を教えていただき、仏教文化への
理解を深めることができました。 ■子ども・子育て応援学科

「これから２年間一緒に学ぶ仲間と
の信頼関係を作るため、まずコミュ
ニケーションをとりやすくしましょ
う」ということで、３グループに
わかれて机を並べかえ、それぞれ
の顔が見えるようにして、授業が
スタートしました。

■介護・福祉学科
合同授業での7期生による福祉

マップの発表です。先輩の工夫、努力

とご苦労が深く感じられました。

村田学科長からも絶大な好評を

いただきました。

私達も、来年はガンバラないと・・・

［卒業生インタビュー特集］ いま、あなたにとって“飛躍”とは？
「最近、感じることは？していることは？」大学を卒業したあの人、この人をクローズアップ ！

卒業生

授業体験してみませんか！  公開講座のご案内
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必見!!「江戸川区小・中学生マイバッグコンクール」えどがわエコ
センターよりえどがわエコ
センターより

日　時：3月20日（祝）午前10時～午後4時　　会　場：タワーホール船堀1階展示ホール
えどがわエコセンターは「もったいない運動えどがわ」を推進し日本一のエコタウンを目指しています。
江戸川区に住む子ども達もエコタウンえどがわの大事な担い手となり、今年5,000人以上の小・中学生がマイバッグ作りで
CO₂ 削減をします。昨年開催のマイバックコンクールには、4,204 人の生徒が個性あふれるマイバック作りに参加しま
した。全員が自分のマイバックを使いレジ袋を１回断ったとすると、その効果は CO₂ を 198 ㎏削減！1年間マイバック
を使用すると、CO₂ を 72t 削減でき樹木換算すると5,110本にもなります。
今年は、5,000人以上の児童・生徒が参加し、さらに多くのCO₂を削減します。是非、彼等の力作を見に来て下さい！
問合せ：特定非営利活動法人えどがわエコセンター　TEL  03（5659）1651　

思っていた以上に多くの話しを、 思っていた以上に多くの感動が ！
卒業生卒業生 インタビュー特集 大学を卒業した方々にスポットを あて、 生い立ちから仕事や趣味、大学のことやいまの社会活動等々、その後どのような“飛躍”を

されているのか！いま感じる想いを 多くの方々にインタビューさせていただきましたが、紙面上その一部を紹介いたします。

Interview our Superiors

髙木 理恵さん（まち1期） オバちゃんの視点で地域を見つめる
取材：井上眞（まち7期）／寺田佳子（国際8期）

平成23年8月27日「ほっとけない東日本」イベント

橋田 妙子さん（国際4期） 一服のお茶が、子どもから高齢者、世界の交流に

源心庵にて、インドの方たちも楽しくお茶の体験

取材：福島克己（介護8期）／寺田佳子（国際8期）

話すときも笑顔が絶えない

お茶会で笑顔の輝く橋田さん

「花ステーション研究会」、ほっとけないと思ったらほっとかずに即行動
「ほっとけない」というように幾つもの地域活動グループの結成に繋がって
いるように感じる。
◆大切なことは家族の理解
　介護ヘルパーの仕事をしながら、活動を続けていくうえで最も大切な
ことはやはり家族の理解だと言われる。
　「私はアナログ人間。ネットワークを広げるにも最新の情報手段は使えない。
こんなとき、自分ができないことは得意な人にお任せしています」
　できないことは無理しない、このことができるようになって、大変さを感じる
こと無く活動を結構楽しんでいるとか。
　「今、私の中でのほっとけないは、小岩の英雄の栃錦です。彼を巻き込み
小岩のまちを見つめてみたいです」
ほっとけないの話しをする髙木さん
からは、底知れぬバイタリティと
情熱が溢れていた。
　「これから介護の仕事があります
ので、今日はありがとうございました」
逞しく胸をはって立ち去っていった。

◆好奇心旺盛、きめ細かな観察力
　明るく元気、人懐っこさ、肝っ玉かあさんが
髙木理恵さんの第一印象。
　35歳の時、人生大学の主旨に共感したこと
に加えて、地域のことを見つめる目を養いたい
との思いで「まちづくりの1期生」として介護
ヘルパーの仕事をしていながら入学する。

　大学に係わり、年齢差を超えて多くの人たちに出会えたこと、また自分
に子どもがいないものの、共育プラザで子どもたちと楽しく接することが
できたことは大きな成果だったという。
　髙木さんと話していて感じるのは、好奇心旺盛、きめ細かな観察力、
地域に問題意識を持ち、アイデアマンであるということ。
　常にオバチャンの視点で地域を見つめながら、これでいいのか、何が
大切で何が必要なのかを考える。行政も地域も団体も全てにおいて
いろいろな人が係わり繋がっているもの。多様な視点を持っていると自然
に活動の幅が広がるのだとか。
　この視点が、“包丁研ぎ”などで地域の隙間に暖かい南風をおくる
「すきま南風」、“花の種や苗木の交換会”など花の駅で地域を繋げる

◆明るさ、快活さ、包容力、笑顔が魅力
　「私は少しおっちょこちょい」と言いながらも、
決断すれば即実行。どんな時も大きな心
で笑顔を絶やさない橋田さん。
　大日本茶道学会教授、生田流筝曲教授、
介護ヘルパー、それに日常会話の英語力も
ある。江戸川総合人生大学で介護・福祉

学科と迷ったものの、自分のスキルを発揮できそうな国際コミュニティ
学科を選択。卒業後は、自分の好きなお茶やお箏を生かし国際交流に
繋がればという想いが募る。そして、インド人はじめ外国の方 と々共生
していくなかで何をするべきかを考えた。
　これまでに、様々なイベントを主催し活動し続ける。現在は『国際交流
エドガワ』をメインに活動。南葛西第二小学校でお茶を教えている。「子
どもの良いところを見つけることが楽しい。子どもたちに教えられることも
多いし、子どもの輝きが自分の活動の原動力にもなります」と微笑みの
なかに謙虚さを感じる。
　人柄に惹かれ、自然に協力者も現れる。橋田さんの存在が、協力者も
いつの間にか楽しくイベントに参加してしまうような能力の持ち主である。

地域、PTA、学校、すくすくスクールなどとも交流し、お茶会を催すこともある。
これらはボランティアというより、お互いの絆で結ばれている。
◆地道な活動と行動力が大きな飛躍に　
　行動力が徐々に認められ、多くの学校からお茶の指導の要請がくる。
国際的にも、子どもたちにお茶を通してインディアンインターナショナルスク
ールとの絆も深く、外国の人達との交流がますます広がっている。
　3．11の東北被災地にはスリランカ大使らとともに訪問し、出前カレー
ライスを作ったり、支援物資も送ったという。感じたことは即行動。
　このような活動の広がりも、江戸川総合人生大学というネームバリュー
があればこそとか。

　これからもお茶を通じて、国際交流
の輪を一層広げていって欲しいと
願う。「一期一会を愛し、人と人の
出会いを大切にしています」平常心
を大切に、一服のお茶をいただき、
お箏と尺八、フルートとのセッションと
いう新たなチャレンジにも時間を
惜しまない。

前田　昂さん（子ども1期） 地域でゆとりある子育てのサポートを

勝倉 洋子さん（介護4期） 笑顔に出会えたときが一番の幸福
取材：鹿野恵子（子ども７期）／伊藤記子（まち８期）

やさしさが子どもに人気

飛躍への強い意志が感じられる

◆始まりは共感しあえる仲間との出会い
　「現役時代は自動車部品関係の仕事を
していました。介護にも興味がありましたが、
テレビなどで「夜回り先生」の活躍を見て
教育関係に興味が湧き、子どもコースの
1期生として入学しました。

　元々は短気な性格でしたが、入学してからは「まるで使用前と使用後
のようだ」と周りから言われるくらい落ち着きました。現在私は二之江第二
小学校、松本小学校で「スクールサポーターゆうほ」の一員として学習支
援のボランティアをしています。２年次の４０時間の社会活動体験がきっか
けですが、同じような考えを持った仲間がともに活躍しています。入学
して今の仲間と出会ったことが始まりでした」
◆子どもの無限の可能性を広げたい
　「小学校の低学年ではまず学校に来る楽しさを体得していきますが、
高学年になると中学生になるための準備も必要です。特に算数は生徒
の習熟度に差があり先生一人では行き届きにくくなるため、我 ス々クール
サポーターの必要性を強く感じます。私は算数は思考力を養う学習でも

◆幼いころからの正義感
　新年早々の勝倉邸を訪問。快く招かれた
玄関の趣に懐かしさに包まれました。
　勝倉さんご自身が語られるように「幼いこ
ろから正義感が強く、弱いものいじめを許さ
ない気質」から伝わってくる空気なのでしょ
うか。穏やかな風貌から話されるその「飛躍」

への意気込みをお聞きして来ました。
◆人との絆を大切にしたい
　平成１９年６４歳の時、ボランティア活動を通して出会った人生大学
１期生の方の生き方に感動したのが私の入学のきっかけでした。
　平成２１年同級生と立ち上げた「うきた芙蓉の会」は、１日２時間程度
ですが簡単なゲームや体操、ちぎり絵や牛乳パックを利用して小物入れ
を作ったりなどお年寄りの方やスタッフがともに楽しく過ごしています。
また平成２２年に「お互いさま傾聴の会」を立ち上げ、病院や特別養護
老人ホーム、一般の家庭を訪問しお年寄りに寄り添い少しでも気持ちを

取材：小田口清美（子ども７期）/八武崎美子（介護8期）

あると考えています。登山に例える
と頂上を目指す登山道が何通りで
もあるように、答えはひとつでも解き
方が色々あります。これは社会で
問題解決の仕方を考える時の
訓練にもなるのです。
　子どもには無限の可能性があり
ます。どうしてもダメなところに目が
いきがちですが大人が「すごいね。キミは○○博士だ！」などと褒め
ると、子どもは好きな事に自信を持って取組み一生懸命になれます。
『いいこと悪いこと半々ある。それが人生』欠点のない人間なんていま
せんからね。今思うことは「すくすくスクール」などでお母さん達が気軽に
交流できる場が必要なのではないかということです。
　また先生ではなく違う立場の大人から「この子にはこういう良いところ
もある」と認められると親にもゆとりができ、家庭での笑顔も増えると思う
のです。多忙な時代ですが子どもは遊びたい盛りに思い切り遊ばないと
心と体が育ちません。地域全体でのびのびと子育てをと考えています」

うきた芙蓉の会　笑顔や笑い声がたえない

豊かに過ごしていただきたいとお話
を伺っているだけなのですが、その
結果笑顔に出会えたときが何よりも
幸福を感じます。
　東日本大震災においては、福島
から区内に避難された方のところ
へ伺ってお話を聞かせていただき

ました。
　今後は、グループホーム（認知症の方）との地域交流だけでなく
在宅交流もできるように願うとともに、若い方の活動参加のためにも
創意工夫していきたいです。
　更にヘルパーや福祉に関する資格取得も目標のひとつです。
私にとってボランティア活動は生活の一部となっており、何より自分が
健康であることとスタッフや仲間との絆や和が更に「飛躍」へと繋がって
ゆくのではないかと思っています。
　勝倉さんと、活動をともにする皆さんをぜひ応援したいと思いました。

●会　場：篠崎文化プラザ３階　講義室
●対　象：区内在住・在勤・在学の方　
●費　用：無料
●テーマ：カウンセリング、まちづくり、
　　　　　子育て支援、　地域教育　など
※詳細は、開催日が近くなりましたら、広報えどがわや
　大学ホームページ等でご案内します。

江戸川総合人生大学では、より多くの方々に大学を知っていただく
機会として、区内在住、在勤、在学の方を対象に公開講座を開催
します。今年も 4 月から 8 月にかけて、大学で学ぶカリキュラム
に関連したテーマで月1、2回の開講を予定しています。
「江戸川総合人生大学ってどんなところ？何を勉強しているところ？」
など、気になっている方、大学の雰囲気を感じていただけるこの
機会をご利用ください。

授業体験してみませんか！  公開講座のご案内授業体験してみませんか！  公開講座のご案内授業体験してみませんか！  公開講座のご案内

やさしくわかりやすく－授業風景


